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スペインにおける危険運転の刑事規制
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Ⅰ は じ め に
近年, あおり運転をはじめとする危険な自動車運転が社会問題化し, そ
の対策が強く求められている｡ その要求は, 刑法にとっても無関係ではな

























































日本刑法における刑罰は, 死刑, 懲役, 禁錮, 罰金, 拘留, 科料, 没収
ですべてである
(７)




これに対して, スペイン刑法は, 32条において刑罰を ｢この法律の規定
によって科されうる刑罰は, 主刑または付加刑のいずれの性質であっても,
自由剥奪刑, その他の権利剥奪刑および罰金刑である｡｣ と定め, 権利剥
奪刑 (pena privativa de derecho) を刑罰に含めている
(９)
｡ その権利剥奪刑を
定義する39条は, ｢権利剥奪刑は以下のものである｣ としたうえで, 各種
(桃山法学 第32号 ’20)96
権利剥奪刑を列挙し, その d文において ｢自動車および原動機付自転車の




(pena grave) として８年以上の運転権利剥奪 (33条２項 f文) が, 非重刑
(pena menos grave) として１年から８年までの運転権利剥奪 (同条３項 d
文) が, 軽刑 (pena leve) として３月から１年までの運転権利剥奪 (同
条４項 a文) が定められている｡
また, 後述する速度運転超過罪に対して定められている社会奉仕労働













スペイン刑法第17編 ｢集団の安全に対する罪 (De los delitos contra la
seguridad colectiva)｣ の第４章は ｢道路交通の安全に対する罪 (De los






である｡ 同改正以前は, ｢交通の安全に対する罪 (De los delitos contra la





















vial) であるとする見解と, 個人的法益として人々の生命および健康 (vida
y salud de las personas) であるとする見解およびその両者 (tanto bienes


























することを共通の構成要件的行為とし, それが ｢公共の道路｣ において行
われることを書かれざる構成要件要素としている｡
ここで運転客体となる車両たる 	de motor” と “ciclomotor” の
定義およびその訳語について明確にしておきたい
(25)
｡ 行政法たる ｢交通, 自
動車交通, 道路安全に関する法律｣ の別表 Iは, 各種用語について定義規
定を有している｡ 	は, その６号に ｢第２条に定める道路または





は ｢エンジン｣ であるから, 	
de motor” は, エンジンによって
動く車両を意味することになる｡ “ciclomotor” は, 別表 Iの９号に列挙さ
れる３つの装置の総称である｡ ３つの装置とは, ｢内燃エンジンなら排気
量が 50 cm3以下, 電気モーターなら最大出力が 4 kw以下で構造上 45 km /
h以上の速度が出ない２輪車｣, ｢上記の条件を充たす３輪車またはその他
内燃エンジンを搭載している場合はその最大出力が 4 kw以下の３輪車｣,
および ｢上記３輪車にかかる条件を充たしかつ乾燥重量 350 kg以下の４
輪車｣ である｡ すなわち, 小型の原動機付２輪車, ３輪車, ４輪車である｡
これらの定義と完全に一致する日本語の訳語は見出しがたい｡ そこで, 本
稿は, ひとまずそれぞれ 	
de motor” を ｢自動車｣, “ciclomotor”
｢原動機付自転車｣ と訳出することにしたい｡ 日本の自動車の運転により
人を死傷させる行為等の処罰に関する法律１条１項に従えば両者をあわせ







































本項は, 速度超過運転罪 (delito de 






本罪は, 都市道路においては制限時速を 60 km / h以上超過し, 都市間
道路においては制限時速を 80 km / h以上超過することによって成立する
罪であるが, それぞれの制限速度が行政法規たる交通一般法 (Reglamento









(ley penal en blanco) である
(32)





50 km / hであるが, 運転している車両が危険物を運ぶ商業車両であれば 40
km / hである｡ 都市間道路であっても, それが自動車道 () または
高速道路 (autopisto) であれば 120 km / hが制限速度となり, 在来幹線道
路 (carretera convencional) であれば 100 km / hが制限速度となり, それ








ニョスは, 交通量がなく晴れている高速道路 (制限速度 120 km / h) にお
いて 200 km / hで走行することが本罪を構成するのに対し, 人通りがある






















車等を運転する罪 (delito de bajo de influencia de bebidas
	

	drogas 	estupefacientes o sustancias 	) を前






































































































de un resultado de peligro para la vida o la






の運転は ｢無謀｣ (temeridad) であるとする
(60)
｡ ムニョスの挙げる例によれ













































































381条は, 他人の生命に対する明らかな軽視による運転罪 (delito de
























































































きは, ｢そのうち最も重く処罰される違法行為のみを評価｣ し, ｢その上半
分の刑に処｣ されることになる｡ ｢そのうち最も重く処罰される違法行為











より処断する｣ と同様の規定である｡ ここでいう, 犯罪を構成する侵害結
果とは, 人に対しては死亡または傷害 (muerte o lesiones
(86)
) を意味し, そ
れぞれ過失致死罪 (homicidio imprudente) または過失傷害罪 (lesiones
imprudentes) を参照することになる｡




















































































車を走行させる行為｣ は, スペインで行われた場合は, 379条２項に該当























て｣ に該当し, 生命軽視無謀運転罪 (380条各項) になるように思われる｡




⑤ ｢赤色信号又はこれに相当する信号を殊更に無視し, かつ, 重大な交
通の危険を生じさせる速度で自動車を運転する行為｣ は, 無謀運転 (380
条１項) の行為であるが, 仮に赤色信号付近に他人がおり, その者に危険
が発生することを認識しつつ, 赤色信号を殊更に無視して危険速度で運転




３条１項の行為態様である, ⑦ ｢アルコール又は薬物の影響により, そ
の走行中に正常な運転に支障が生じるおそれがある状態で, 自動車を運転
する行為｣ は, スペインでは, ｢アルコールまたは薬物の影響下にある運









危険運転罪ではなく, 危険運転致死傷罪なのである｡ これに対して, スペ






は ｢道路交通法｣ に定められている｡ 罪となる行為は多く定められている
が, ここでは, 酒気帯び運転 (117条の２第１号), 高速道路における車間




万円以下の罰金に処せられる (117条の２)｡ これは, スペイン刑法279条
２項の罪に対応する｡ ただし, 日本においては ｢正常な運転ができないお
それがある状態｣ が要求されるが, スペインにおいては要求されていない｡
法定刑は, 日本の方が圧倒的に高いが, 日本の規定形式によれば, 道交法
上の酒気帯び運転の行為はあくまでも道交法の酒気帯び運転の行為であり,
前述の危険運転致死傷罪におけるアルコールの影響下の運転の行為態様と
は要件が異なっている｡ すなわち, 道交法においては ｢正常な運転ができ
ないおそれがある状態｣ が求められ, 危険運転致死傷罪等においては ｢正
常な運転が困難な状態｣ または ｢その走行中に正常な運転に支障が生じる








日本道路交通法は, 26条において ｢車両等は, 同一の進路を進行している
他の車両等の直後を進行するときは, その直前の車両等が急に停止したと
きにおいてもこれに追突するのを避けることができるため必要な距離を,
これから保たなければならない｣ と定めている｡ この点, 行為規範レベル
においては高速道路上でなくとも車間距離を保持する義務が生じているこ
とになる｡ ただし, 同法119条は ｢次の各号のいずれかに該当する者は,
３月以下の懲役又は５万円以下の罰金に処する｡｣ とし, 同条１号の４に
おいて ｢第26条 (車間距離の保持) の規定の違反となるような行為 (高速















































































(１) たとえば, 弁護士の高橋裕樹は, 2019年９月５日付朝日新聞朝刊13頁
(桃山法学 第32号 ’20)116
オピニオン面に ｢あおり運転の抑止には厳罰化が効果的です｡ 現状では,
重大な事故が起こったときには 『危険運転致死傷罪』 に問えますが, 取
り締まるためにも 『あおり運転罪』 の創設が必要だと思います｡ あおり
運転罪がないため, いまは道路交通法の車間距離不保持や, 懲役２年以
下の暴行罪が適用されています｡ 一方, 飲酒運転の場合, 酒気帯び運転
なら３年以下の懲役, 酒酔い運転なら５年以下の懲役などが科せられま
す｡ 積極的に危険な運転をするあおり運転は悪質なので, 酒酔い運転同
様, 懲役５年はあってもいい｡ あおり運転で検挙された人に, アンガー
マネジメントなどの講習の受講を義務化してもいいでしょう｣ との談話
を掲載している｡







ている｡ 2019年３月１日に行われた改正 (Ley 	2 / 2019, de 1 de
marzo, de
	de la Ley	10 / 1995, de 23 de noviembre, del
Penal, en materia de imprudencia en la de a
motor o ciclomotor y 	del abandono del lugar del accidente.) は,
まさに交通犯罪に関するものであり, きわめて重要である (この改正に
ついて触れた最新の文献として, 		A. Trapero Barreales, Comentario
urgente sobre la reforma penal vial y otros aspectos controvertidos, RECPC
2111, 2019, pp. 1ss.)｡
判例を示す場合は, 判決番号で表示し, カッコ内に公式判例リポジト











(６) スペインにおいて道路交通を規制している法規範は, ｢交通, 自動車
交通, 道路交通安全に関する法律｣ (Ley sobre , 	
de

a Motor y Seguridad Vial：20015年再制定 text refundido, 翌年
施行) や ｢交通一般法｣ (Reglamento General de 	
：2003年制
定, 翌年施行) や ｢運転手一般法｣ Reglamento General de Conductores：
2009年制定, 同年施行) など35法典があり, 刑法はそのうちのひとつで
ある｡ なお, 道路交通に関する行政的制裁については, ｢制裁手続法｣
(Reglamento de procedimiento sancionador：1994年制定, 同年施行) を
中心に定められている｡
(７) 刑法９条 ｢死刑, 懲役, 禁錮, 罰金, 拘留及び科料を主刑とし, 没収
を付加刑とする｡｣
(８) 道路交通法103条以下参照｡
(９) 権利剥奪刑について, Antonio Conde y Eleuterio 
Campo, Derecho Penal Parte General, 2015, pp. 459ss.
(10) Cfr. La de Motivas” del 	Penal.
(11) 社会奉仕労働については, v. Carlos Landecho Velasco y 	
Molina  !
"Derecho Penal #Parte General, 10.ed., 2017,
p. 580.




(14) Ley$15 / 2007, de 30 de noviembre, por la que se modifica la Ley
$10 / 1995, de 23 de noviembre, del 	Penal en materia de
seguridad vial.
2007年改正について, %&Albero, La nueva criminal
de la seguridad vial, RECPC 0911, 2007, pp. 1ss.
(15) Ley $5 / 2010, de 22 de junio, por la que se modifica la Ley
$10 / 1995, de 23 de noviembre, del 	Penal.
2010年改正について, Jorge Vizueta '"Delitos contra la
seguridad vial, RECPC 1302, 2011, pp. 1ss.
(16) Ley $2 / 2019, de 1 de marzo, de &de la Ley $
10 / 1995, de 23 de noviembre, del 	Penal, en materia de imprudencia
en la 
de (
a motor o ciclomotor y del abandono
(桃山法学 第32号 ’20)118
del lugar del accidente.
2019年改正について, Trapero, Comentario urgente sobre la reforma pe-





Compendio de Derecho Penal Parte Especial, 2018, p. 339 ;
Carmen LamarcaDelitos contra la seguridad vial, en Delitos La parte
especial del Derecho penal, Carmen Lamarca (Coordinaria),
2. Ed., 2017, pp. 775s.
(18) Estrella Escuchuri Aisa, Delitos contra la seguridad colectiva III. Delitos
contra la seguridad vial, en Derecho Penal Parte Especial, Carlos	Ro-
meo Casabona, Esteban Sola Reche, Miguel Boldova Pasamar
(coordinadores), 2016, p. 632.
(19) Josep Maria Tamarit Sumalla, De los delitos contra la seguridad vial, en
Comentarios a la parte especial del derecho penal, Gonzalo Quintero
Olivares (director) y 	Morales Prats (coodinar), 10.ed., 2016, p.
1526は, この章の罪を公共危険罪 (delitos de peligro ) に分類す
る｡
(20) ラマルカ・ペレスは, 本罪の保護法益を, 公共の道路における交通の
安全および人の生命・身体の安全だけでなく, 人の財産の安全も含まれ
るべきであるという｡ Lamarca, Delitos (nota 17), p. 776. これは, ｢無
傷性｣ (integridad) に財産の無傷性 (非侵害性) も読み込む立場である
といえよう｡
(21) Cfr. Escuchuri, PE (nota 18), p. 632.
(22) Francisco Conde, Derecho Penal Parte Especial, 21.ed., 2017, p.
599.
(23) PE (nota 22), p. 599.
(24) Alfonso Serrano  y Alfonso Serrano 	Curso de Derecho Pe-
nal Parte Especial, 4.ed., 2017, p. 621. この立場は, ２元的に把握されて
きたものを統合的に把握する立場であるといえる｡ なお, ｢無傷性｣




PE (nota 17), p. 340 ; Lamarca, Delitos (nota 17), p.
776.
(26) Cfr. Escuchuri, PE (nota 18), pp. 632s. なお, 運転といえるためには
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移動が必要であるため, 停車は運転に含まれない (STS 436 / 2017 (roj
STS 2421 / 2017))｡
(27) PE (nota 22), p. 600.
(28) V. Lamarca, Delitos (nota 17), p. 776.
(29) Cfr. Escuchuri, PE (nota 18), p. 633.
(30) STS 717 / 2014 (roj STS 818 / 2015)
(31) Cfr. Escuchuri, PE (nota 18), p. 634 ; 	
PE (nota 22), p.
602 ; PE (nota 17), pp 340s ; Tamarit, Comentarios (nota 19), p.
1533. スペインにおける具体的危険犯と抽象的危険犯の定義については,
v. 	Cuello Contreras y Borja Mapelli Caffarena, Curso de Derecho
Peal Parte General, 3.ed., 2015, p. 79 ; Antonio 		/ Javier

Lanz, Derecho Penal Parte General, 2.ed., 2015, p. 92.
(32) Cfr. Escuchuri, PE (nota 18), p. 634.
(33) Tamarit, Comentarios (nota 19), p. 1531.
(34) 追い越しの際の制限速度が初心者と一般ドライバーでは異なる｡ V.
RGCir 51 y 52. なお, 初心者とは運転免許取得後１年までの
者をいう｡ V. RGCir 173.2.V-13.
(35) PE (nota 22), p. 603.
(36) PE (nota 22), p. 603.
(37) Cfr. PE (nota 22), p. 603.
(38) Esteban Sola Reche, Los viejos problemas de los nuvos delitos contra la
seguridad vial, Revista General de Derecho Penal 10, 2008, p. 16.
(39) Serrano, PE (nota 24), pp. 622ss.
(40) 薬物の解釈をめぐる争いについては cfr. PE (nota 17), pp. 342
ss.
(41) PE (nota 22), p. 603.
(42) Escuchuri, PE (nota 18), pp. 637s.
(43) Serrano, PE (nota 24), p. 625.
(44) PE (nota 22), p. 603 ; v. 	
Escuchuri, PE (nota 18), pp.
636s y 638.
(45) Cfr. PE (nota 22), pp. 604s.
(46) Escuchuri, PE (nota 18), p. 635.
(47) PE (nota 22), p. 605.
(48) Escuchuri, PE (nota 18), p. 637.
(49) PE (nota 22), p. 605.
(桃山法学 第32号 ’20)120
(50) スペイン刑法における減軽事由については, 江藤隆之 ｢スペイン刑法
における刑の減軽処理｣ 桃山法学31号 (2019) 23頁下参照｡
(51) 原因において自由な行為について, cfr. Santiago Mir Puig, Derecho Pe-
nal Parte General, 10.ed., 2016, p. 213.
(52) PE (nota 22), p. 603 ; Lamarca, Delitos (nota 17), p. 776.
(53) STS de 8 de julio de 1963 (v. 	
, PE (nota 17), p. 344.)
(54) STS 1489 / 2005 (roj STS 7466 / 2005)
(55) v. 	
, PE (nota 17), pp. 344s.
(56) 385 ter.
“En los delitos previstos en los 379, 383, 384 y 385, el Juez o Tri-
bunal,









(58) 私は, 危険を結果として捉えない (江藤隆之 ｢実行の着手における主
観的なるものと客観的なるもの 刑法教義学の超越論的検討｣ 桃山法
学20・21号 (2013) 163頁以下参照) が, 本稿では, “resultado de peligro”
の訳語として ｢危険結果｣ の語を使用しつつ, 従来の用語法にしたがい,
法益侵害および危険を結果無価値と呼ぶことにする｡
(59) Escuchuri, PE (nota 18), p. 638.
(60) Escuchuri, PE (nota 18), p. 638.
(61) PE (nota 22), p. 606.
(62) 第三者による行為時に判断される危険はスペイン刑法の用語法によれ




v. Tamarit, Comentarios (nota 19), p. 1538.
(63) PE (nota 22), p. 606.
(64) スペインにおいて具体的危険とは, 一般人 (理性的第三者) による事
後的な評価であると理解されるのが一般的である｡
(65) V. PE (nota 22), p. 607.
(66) Escuchuri, PE (nota 18), p. 639.
(67) PE (nota 22), p. 607.
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(68) STS 363 / 2014 (roj STS 1862 / 2014)
(69) Serrano, PE (nota 24), p. 627.
(70) Escuchuri, PE (nota 18), p. 639.
(71) Lamarca, Delitos (nota 17), p. 782.
(72) Serrano, PE (nota 24), p. 627.
(73) その歴史的展開と特徴については, v. Tamarit, Comentarios (nota 19),
p. 1546 y PE (nota 17), p. 346.
(74) Tamarit, Comentarios (nota 19), p. 1547.
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privado cautelar o definitivamente del permiso o licencia por 
judi-
cial y al que condujere un
de motor o ciclomotor sin haber obtenido






	castigado con la pena de de seis meses a dos o a las de
multa de doce a veinticuatro meses y trabajos en beneficio de la comunidad




de alguna de las siguientes formas :
1.Colocando en la 	
imprevisibles, derramando sustancias
deslizantes o inflamables o mutando, sustrayendo o anulando la

o por cualquier otro medio.










(99) 一般の違反運転行為より, 酒酔い運転の方が法定刑が重いのも, 違反
運転行為の場合はそのときのみ危険であるが, 酒酔い運転の場合は, 運
転している間継続して危険であるからであろう｡ すると, 繰り返し継続
してあおる行為についても, その危険は高く評価することができるよう
に思われる｡
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